
(57)【要約】

【課題】把持部（アーム部）の先端側を開いた状態に保

持するためのレバー型のロック機構の操作を不要とする

ような水平開創器を提供する。

【解決手段】本考案の水平開創器は、把持部を閉じるこ

とによって先端部が開く鋏形の開創器であって、把持部

の連結部材に弾性体で付勢された楔状部材を備え、前記

楔状部材の付勢力により前記把持部が閉じるように前記

把持部の形状側面が形成されている。把持部の連結部材

に弾性体で付勢された楔状部材を備えることで、術者は

、把持部（アーム部）の先端側を開いた状態に保持する

ために特別な操作は必要としない。

【選択図】図４－１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 把 持 部 を 閉 じ る こ と に よ っ て 先 端 部 が 開 く 鋏 形 の 開 創 器 で あ っ て 、 把 持 部 の 連 結 部 材 に
弾 性 体 で 付 勢 さ れ た 楔 状 部 材 を 備 え 、 前 記 楔 状 部 材 の 付 勢 力 に よ り 前 記 把 持 部 が 閉 じ る よ
う に 前 記 把 持 部 の 形 状 側 面 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 水 平 開 創 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 楔 状 部 材 と 把 持 部 の 接 面 に 鉤 状 の 歯 形 が 形 成 さ れ 、 前 記 鉤 状 の 歯 形 で 前 記 楔 状 部 材
と 把 持 部 と が 噛 み 合 う こ と に よ り 、 前 記 先 端 部 の 開 度 を 一 定 角 度 に 維 持 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 水 平 開 創 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 楔 状 部 材 と 把 持 部 の 接 面 の １ 面 の み に 鉤 状 の 歯 形 が 形 成 さ れ 、 他 面 は 滑 ら か な 形 状
に 形 成 さ れ 、 前 記 鉤 状 の 歯 形 で 前 記 楔 状 部 材 と 把 持 部 と が 噛 み 合 う こ と に よ り 、 前 記 先 端
部 の 開 度 を 一 定 角 度 に 維 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 水 平 開 創 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 弾 性 体 が バ ネ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 水 平 開 創 器 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 手 術 の た め に 切 開 し た 切 開 部 位 を 広 げ た 状 態 に 保 持 す る 開 創 器 に 関 す る も の
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 患 者 の 脊 椎 後 方 を 切 開 し 、 こ の 切 開 部 位 を 広 げ た 状 態 に 保 持 す る 開 創 器 と し て 、
図 ５ に 示 す よ う に 、 切 開 部 位 を 押 し 広 げ る 際 に 当 該 切 開 部 位 を 係 止 保 持 す る た め の ブ レ ー
ド を 先 端 側 に 備 え た 一 対 の 把 持 部 （ ア ー ム 部 ） を 、 連 結 部 材 （ ヒ ン ジ 部 ） を 介 し て 開 閉 可
能 と し た 開 創 器 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。
　 こ の 開 創 器 は 、 一 対 の 把 持 部 （ ア ー ム 部 ） の 開 閉 操 作 を 行 う た め に 、 一 対 の ア ー ム に そ
れ ぞ れ 把 持 部 （ ハ ン ド ル 部 ） 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 従 来 の 開 創 器 は 、 把 持 部 （ ハ ン ド ル 部 ） を 閉 じ る よ う に 操 作 す る と 、 把 持 部 （ ア ー
ム 部 ） の 先 端 側 が 開 く よ う に 、 連 結 部 材 （ ヒ ン ジ 部 ） を 中 心 と し て 回 動 す る 。 そ し て 、 把
持 部 （ ア ー ム 部 ） の 先 端 側 を 開 い た 状 態 に 保 持 す る た め に 、 把 持 部 （ ハ ン ド ル 部 ） の 連 結
部 材 （ ヒ ン ジ 部 ） に 近 接 し た 位 置 に 、 把 持 部 （ ハ ン ド ル 部 ） を 不 動 状 態 に す る た め の 固 定
可 能 の レ バ ー 型 の ロ ッ ク 機 構 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 レ バ ー 型 の ロ ッ ク 機 構 は 、 連 結 部 材 （ ヒ ン ジ 部 ） を 中 心 と し た 円 弧 状 の プ レ ー ト を
一 方 の 把 持 部 （ ハ ン ド ル 部 ） に 固 定 し 、 こ の プ レ ー ト の 外 周 側 に 形 成 し た ラ チ エ ッ ト 歯 部
に 先 端 部 が 係 止 自 在 の ラ チ エ ッ ト 爪 部 材 を 他 方 の 把 持 部 （ ハ ン ド ル 部 ） に 回 動 可 能 に 設 け
て い る 。
　 そ し て 、 ラ チ エ ッ ト 爪 部 材 が 、 ラ チ エ ッ ト 歯 部 に 常 に 係 合 す る よ う に 付 勢 す る 板 ば ね を
他 方 の 把 持 部 （ ハ ン ド ル 部 ） に 設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ０ ２ ８ ０ ０ １ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 の 開 創 器 は 、 上 記 レ バ ー 型 の ロ ッ ク 機 構 に よ り 把 持 部 （ ア ー ム 部 ） の 先 端 側 を 開 い
た 状 態 に 保 持 す る の で あ る が 、 か か る レ バ ー 型 の ロ ッ ク 機 構 の 操 作 が 術 者 に と っ て 操 作 性
が よ い も の で は な い と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 本 考 案 の 水 平 開 創 器 は 、 把 持 部 （ ア ー ム 部 ） の 先 端 側 を 開 い た 状 態
に 保 持 す る た め の レ バ ー 型 の ロ ッ ク 機 構 の 操 作 を 不 要 と す る よ う な 水 平 開 創 器 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 考 案 の 水 平 開 創 器 は 、 把 持 部 を 閉 じ る こ と に よ っ て 先 端 部
が 開 く 鋏 形 の 開 創 器 で あ っ て 、 把 持 部 の 連 結 部 材 に 弾 性 体 で 付 勢 さ れ た 楔 状 部 材 を 備 え 、
前 記 楔 状 部 材 の 付 勢 力 に よ り 前 記 把 持 部 が 閉 じ る よ う に 前 記 把 持 部 の 形 状 側 面 が 形 成 さ れ
て い る 構 成 と さ れ た こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 把 持 部 の 連 結 部 材 に 弾 性 体 で 付 勢 さ れ た 楔 状 部 材 を 備 え る こ と で 、 術 者 は 、 把 持 部 （ ア
ー ム 部 ） の 先 端 側 を 開 い た 状 態 に 保 持 す る た め に 特 別 な 操 作 は 必 要 と し な い 。
　 す な わ ち 、 一 対 の 把 持 部 の 連 結 部 材 に 取 り 付 け ら れ た 楔 状 部 材 が 、 弾 性 体 で 付 勢 さ れ る
こ と に よ り 、 一 対 の 把 持 部 の 間 に 楔 の よ う に 食 い 込 ま れ て い く 。 一 対 の 把 持 部 の 間 に 楔 の
よ う に 食 い 込 ま れ て い く に 従 い 、 一 対 の 把 持 部 が 閉 じ る よ う に 把 持 部 の 形 状 側 面 が 形 成 さ
れ て い る 。 本 発 明 の 水 平 開 創 器 自 体 が 、 把 持 部 を 閉 じ る こ と に よ っ て 先 端 部 が 開 く 鋏 形 の
構 成 と な っ て い る た め 、 一 対 の 把 持 部 の 間 に 楔 の よ う に 食 い 込 ま れ て い く に 従 い 、 先 端 部
が 開 い て い く の で あ る 。
　 こ こ で 、 上 記 弾 性 体 は 、 一 軸 方 向 に 付 勢 力 が 作 用 す る バ ネ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 上 記 の 水 平 開 創 器 に お け る 楔 状 部 材 と 把 持 部 の 接 面 に は 、 鉤 状 の 歯 形 が 形 成 さ れ
、 鉤 状 の 歯 形 で 楔 状 部 材 と 把 持 部 と が 噛 み 合 う こ と に よ り 、 先 端 部 の 開 度 を 一 定 角 度 に 維
持 す る 構 成 と さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
　 水 平 開 創 器 は 皮 膚 切 開 部 を 一 定 の 幅 に 拡 げ て そ の 状 態 を 保 持 す る の で あ る が 、 状 態 を 保
持 す る た め に 一 定 の 力 が 必 要 で あ る 。 先 端 部 の 開 度 を 一 定 角 度 に 維 持 を 確 実 に 行 う べ く 、
上 記 弾 性 体 の 付 勢 力 に 加 え て 、 鉤 状 の 歯 形 で 楔 状 部 材 と 把 持 部 と が 噛 み 合 わ せ る こ と に し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 の 水 平 開 創 器 に お け る 楔 状 部 材 と 把 持 部 の 接 面 に は 、 楔 状 部 材 と 把 持 部 の 接
面 の １ 面 の み に 鉤 状 の 歯 形 が 形 成 さ れ 、 他 面 は 滑 ら か な 形 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 鉤 状 の 歯 形
で 前 記 楔 状 部 材 と 把 持 部 と が 噛 み 合 う こ と に よ り 、 前 記 先 端 部 の 開 度 を 一 定 角 度 に 維 持 す
る 構 成 と さ れ て い る 。
　 こ れ は 、 楔 状 部 材 と 把 持 部 の 接 面 の １ 面 の み に 鉤 状 の 歯 形 が 形 成 さ れ 、 他 面 は 滑 ら か な
形 状 に 形 成 さ れ る こ と で 、 保 持 状 態 の 解 除 操 作 を ス ム ー ズ に す る こ と が で き る の で あ る 。
　 す な わ ち 、 先 端 部 の 開 度 を 一 定 角 度 に 維 持 す る た め に 、 弾 性 体 の 付 勢 力 に 加 わ っ て い る
上 に 更 に 、 鉤 状 の 歯 形 で 楔 状 部 材 と 把 持 部 と が 噛 み 合 わ せ る こ と に し て い る た め 、 楔 状 部
材 と 把 持 部 の 接 面 の １ 面 の み の 噛 み 合 わ せ で 十 分 に 目 的 を 達 成 で き る か ら で あ る 。
　 ま た 、 １ 面 の み に 鉤 状 の 歯 形 が 形 成 す る こ と で 、 加 工 コ ス ト を 削 減 で き る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 考 案 に 係 る 水 平 開 創 器 は 、 把 持 部 の 連 結 部 材 に 弾 性 体 で 付 勢 さ れ た 楔 状 部 材 を 備 え 、
楔 状 部 材 の 付 勢 力 に よ り 把 持 部 が 閉 じ る よ う に 、 把 持 部 の 形 状 側 面 が 形 成 さ れ て い る こ と
で 、 把 持 部 （ ア ー ム 部 ） の 先 端 側 を 開 い た 状 態 に 保 持 す る た め の レ バ ー 型 の ロ ッ ク 機 構 の
操 作 を 不 要 と で き る と い っ た 効 果 を 有 す る 。
　 そ の 結 果 、 術 者 に 対 す る 開 創 器 の 操 作 負 担 が 軽 減 さ れ 、 手 技 に 集 中 で き る と い っ た 効 果
が あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 考 案 の 実 施 例 に つ い て 、 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 し て い く 。
【 実 施 例 １ 】
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 実 施 例 １ の 水 平 開 創 器 の 概 略 構 成 図 を 示 し て い る 。 実 施 例 １ の 水 平 開 創 器 は 、
一 対 の 先 端 部 （ ２ １ ａ ， ２ １ ｂ ） と ア ー ム 部 （ ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ ） と 把 持 部 （ １ ０ ａ ， １ ０
ｂ ） と ハ ン ド ル 部 （ １ １ ａ ， １ １ ｂ ） が 、 連 結 部 材 ３ ０ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。 ア ー ム
部 ２ ２ ａ と 把 持 部 １ ０ ａ と ハ ン ド ル 部 １ １ ａ は 、 一 体 整 形 さ れ て お り 、 先 端 部 ２ １ ａ と 関
節 部 ２ ３ ａ を 介 し て 繋 が っ て い る 。 把 持 部 （ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ） を 閉 じ る こ と に よ っ て 、 先
端 部 （ ２ １ ａ ， ２ １ ｂ ） と ア ー ム 部 （ ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ ） が 開 く 鋏 形 の 開 創 器 で あ る 。
　 把 持 部 １ ０ ａ は 、 ビ ス （ ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ ） を 介 し て 連 結 部 材 ３ ０ と 回 動 自 在 に 繋 が っ て
い る 。 ま た 、 同 様 に 、 把 持 部 １ ０ ｂ は 、 ビ ス （ ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ ） を 介 し て 連 結 部 材 ３ ０ と
回 動 自 在 に 繋 が っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 術 者 は ハ ン ド ル 部 （ １ １ ａ ， １ １ ｂ ） に 親 指 ， 人 差 し 指 も し く は 中 指 を 差 込 み 、 両 指 を
近 づ け る こ と に よ り 、 把 持 部 （ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ） を 閉 じ る 。
　 こ れ に よ り 、 把 持 部 １ ０ ａ は 、 ビ ス （ ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ ） を 回 転 軸 （ 支 点 ） と し て 、 ま た
、 把 持 部 １ ０ ｂ は 、 ビ ス （ ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ ） を 回 転 軸 （ 支 点 ） と し て 回 転 し 、 先 端 部 （ ２
１ ａ ， ２ １ ｂ ） と ア ー ム 部 （ ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ ） の 幅 が 開 大 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 ブ レ ー ド の 装 着 柱 を 装 着 で き る よ う に 、 装 着 受 け 穴 （ ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ） が 形 成 さ
れ て い る 。 患 者 の 状 態 、 手 技 の 内 容 に お っ て ブ レ ー ド を 適 宜 取 替 可 能 な よ う に 構 成 し て い
る 。 こ こ で 、 関 節 部 （ ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ ） は 、 先 端 部 （ ２ １ ａ ， ２ １ ｂ ） を 、 把 持 部 （ １ ０
ａ ， １ ０ ｂ ） の 操 作 に よ る 動 作 方 向 と 垂 直 な 方 向 で 、 回 動 さ れ る 機 能 を 有 す る 。 こ れ は 、
プ レ ー ト を 装 着 受 け 穴 （ ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ） に 取 り 付 け た 場 合 に 、 プ レ ー ト の 角 度 を 自 由 に
調 整 で き る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 解 除 ピ ン （ ３ １ ａ ， ３ １ ｂ ） は 、 後 述 す る 楔 状 部 材 ３ ９ の 位 置 を 初 期 位 置 に 戻 す
た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 図 ２ － １ ， 図 ２ － ２ お よ び 図 ３ を 参 照 し て 、 実 施 例 １ の 水 平 開 創 器 の 把 持 部 の 動
作 を 説 明 す る 。
　 上 述 し た よ う に 、 把 持 部 １ ０ ａ は 、 ビ ス （ ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ ） を 回 転 軸 （ 支 点 ） と し て 、
ま た 、 把 持 部 １ ０ ｂ は 、 ビ ス （ ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ ） を 回 転 軸 （ 支 点 ） と し て 回 転 し 、 先 端 部
（ ２ １ ａ ， ２ １ ｂ ） と ア ー ム 部 （ ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ ） の 幅 が 開 大 す る 。
　 こ の 時 、 連 結 部 材 ３ ０ に 取 り 付 け ら れ た コ イ ル バ ネ ３ ７ に 付 勢 さ れ た 楔 状 部 材 ３ ９ に よ
っ て 、 把 持 部 （ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ） の 隙 間 が 押 し 拡 げ ら れ る 。 コ イ ル バ ネ ３ ７ は 、 ビ ス （ ３
４ ａ ， ３ ５ ａ ） と 連 結 板 ３ ６ に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 コ イ ル バ ネ ３ ７ で 付 勢 さ れ た 楔 状 部 材 ３ ９ が 、 図 ３ （ ａ ） か ら
図 ３ （ ｂ ） の 如 く 、 図 中 で 右 側 に 移 動 す る こ と で 、 把 持 部 （ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ） の 隙 間 が 押
し 拡 げ ら れ る 。 把 持 部 （ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ） の 隙 間 が 押 し 拡 げ ら れ る と 、 ビ ス （ ３ ２ ａ ， ３
３ ａ ） を 回 転 中 心 （ 支 点 ） と し て 回 転 し 、 把 持 部 （ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ） は 閉 じ 、 一 方 、 先 端
部 （ ２ １ ａ ， ２ １ ｂ ） は 開 く 。 な お 、 図 ３ に お い て は 、 把 持 部 １ ０ ｂ ， 先 端 部 ２ １ ｂ お よ
び ビ ス ３ ３ ａ は 、 記 載 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 １ の 水 平 開 創 器 に お け る 楔 状 部 材 と 把 持 部 の 接 面 に は 、 楔 状 部 材 と 把 持
部 の 接 面 の １ 面 の み に 鉤 状 の 歯 形 が 形 成 さ れ 、 他 面 は 滑 ら か な 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 図
３ に お い て 、 楔 状 部 材 の １ 面 ３ ９ ａ と 把 持 部 の 接 面 １ ２ ａ に 鉤 状 の 歯 形 が 形 成 さ れ て い る
。
　 こ の 鉤 状 の 歯 形 で 楔 状 部 材 ３ ９ と 把 持 部 １ ０ ａ と が 噛 み 合 う こ と に よ り 、 先 端 部 （ ２ １
ａ ， ２ １ ｂ ） の 開 度 を 一 定 角 度 に 維 持 す る 構 成 と さ れ て い る 。
　 １ 面 の み に 鉤 状 の 歯 形 が 形 成 さ れ 、 他 面 は 滑 ら か な 形 状 に 形 成 さ れ る こ と で 、 解 除 ピ ン
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に よ る 保 持 状 態 の 解 除 操 作 を ス ム ー ズ に す る こ と が で き る の で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 実 施 例 ２ で は 、 他 の 実 施 例 の 水 平 開 創 器 を 説 明 す る 。 図 ４ － １ に 実 施 例 ２ の 水 平 開
創 器 の 概 略 構 成 図 を 示 す 。
　 実 施 例 ２ の 水 平 開 創 器 は 、 実 施 例 １ と 同 様 に 、 一 対 の 先 端 部 （ ５ １ ａ ， ５ １ ｂ ） と ア ー
ム 部 （ ５ ２ ａ ， ５ ２ ｂ ） と 把 持 部 （ ４ ０ ａ ， ４ ０ ｂ ） と ハ ン ド ル 部 （ ４ １ ａ ， ４ １ ｂ ） が
、 連 結 部 材 ６ ０ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。 ア ー ム 部 ５ ２ ａ と 把 持 部 ４ ０ ａ と ハ ン ド ル 部 ４
１ ａ は 、 一 体 整 形 さ れ て お り 、 先 端 部 ５ １ ａ と 関 節 部 ５ ３ ａ を 介 し て 繋 が っ て い る 。 把 持
部 （ ４ ０ ａ ， ４ ０ ｂ ） を 閉 じ る こ と に よ っ て 、 先 端 部 （ ５ １ ａ ， ５ １ ｂ ） と ア ー ム 部 （ ５
２ ａ ， ５ ２ ｂ ） が 開 く 鋏 形 の 開 創 器 で あ る 。
　 把 持 部 ４ ０ ａ は 、 ビ ス を 介 し 連 結 部 材 ６ ０ と 回 動 自 在 に 繋 が っ て い る 。 一 方 、 把 持 部 ４
０ ｂ は 、 連 結 部 材 ６ ０ に 固 定 さ れ て い る 。 こ の 点 が 実 施 例 １ と は 異 な る 。 実 施 例 ２ は 偏 開
閉 型 の 水 平 開 創 器 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 図 ４ － １ ， 図 ４ － ２ お よ び 図 ４ － ３ を 参 照 し て 、 実 施 例 ２ の 水 平 開 創 器 の 把 持 部
の 動 作 を 説 明 す る 。
　 上 述 し た よ う に 、 把 持 部 ４ ０ ａ は 、 ビ ス ６ ２ を 回 転 軸 （ 支 点 ） と し て 回 転 す る 。
　 こ の 時 、 連 結 部 材 ６ ０ に 取 り 付 け ら れ た コ イ ル バ ネ ６ ７ に 付 勢 さ れ た 楔 状 部 材 ６ ９ に よ
っ て 、 把 持 部 （ ４ ０ ａ ， ４ ０ ｂ ） の 隙 間 が 押 し 拡 げ ら れ る 。 コ イ ル バ ネ ６ ７ は 、 連 結 部 材
６ ０ 若 し く は 把 持 部 ４ ０ ｂ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ － ３ に 示 さ れ る よ う に 、 コ イ ル バ ネ ６ ７ で 付 勢 さ れ た 楔 状 部 材 ６ ９ の 形 状 は 、 把 持
部 ４ ０ ａ と 接 す る 片 側 の み 歯 形 形 状 を し て い る 。 図 ４ － ３ に は 、 歯 型 が １ ６ 箇 所 形 成 さ れ
て い る 。 こ の 歯 型 と 階 段 状 の 部 分 と 把 持 部 ４ ０ ａ の 鉤 部 が 面 で 接 す る よ う に 、 図 ４ － ３ の
よ う な 形 状 と し て い る 。 す な わ ち 、 １ ～ １ ６ の 階 段 部 分 の 段 の 長 さ と 傾 き を 調 整 し 、 歯 型
と 階 段 状 の 部 分 と 把 持 部 ４ ０ ａ の 鉤 部 が 面 で 接 す る こ と を 実 現 し た 。 こ れ は 、 点 で 接 す る
も の と 異 な り 、 面 で 常 に 接 す る こ と で 面 圧 が 減 少 し 摩 擦 力 が 減 り 、 そ れ に よ り 部 材 の 耐 久
性 が 向 上 す る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 の 実 施 例 ２ に か か る 水 平 開 創 器 の 関 節 部 （ ５ ３ ａ ， ５ ３ ｂ ） の 動 き を ス ム ー ズ に 行
え る よ う に 、 関 節 部 に 軟 質 性 の パ ッ キ ン を 挟 む こ と に し た 。 す な わ ち 、 先 端 部 （ ５ １ ａ ，
５ １ ｂ ） と ア ー ム 部 （ ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ ） の 間 に 、 医 療 用 の 軟 質 性 の パ ッ キ ン を 設 け る こ と
に し た 。 こ れ に よ り 関 節 部 （ ５ ３ ａ ， ５ ３ ｂ ） の 動 き を ス ム ー ズ に す る こ と が 可 能 と な っ
た 。 こ の 関 節 部 に 軟 質 性 の パ ッ キ ン を 挟 み 、 動 き を ス ム ー ズ に 行 う こ と は 本 実 施 例 ２ に 限
ら ず 、 実 施 例 １ あ る い は 更 な る 実 施 形 態 の 場 合 に お い て も 可 能 で 考 え る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 考 案 の 水 平 開 創 器 に よ れ ば 、 皮 膚 切 開 部 位 を 広 げ た 状 態 に 保 持 で き る 医 療 器 具 を 提 供
す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 水 平 開 創 器 の 概 略 構 成 図
【 図 ２ － １ 】 実 施 例 １ の 水 平 開 創 器 の 把 持 部 の 動 作 の 説 明 図 （ １ ）
【 図 ２ － ２ 】 実 施 例 １ の 水 平 開 創 器 の 把 持 部 の 動 作 の 説 明 図 （ ２ ）
【 図 ３ 】 実 施 例 １ の 水 平 開 創 器 の 把 持 部 の 連 結 部 材 に 弾 性 体 で 付 勢 さ れ た 楔 状 部 材 の 動 作
の 説 明 図
【 図 ４ － １ 】 実 施 例 ２ の 水 平 開 創 器 の 把 持 部 の 動 作 の 説 明 図 （ １ ）
【 図 ４ － ２ 】 実 施 例 ２ の 水 平 開 創 器 の 把 持 部 の 動 作 の 説 明 図 （ ２ ）
【 図 ４ － ３ 】 実 施 例 ２ の 水 平 開 創 器 の 把 持 部 の 連 結 部 材 に 弾 性 体 で 付 勢 さ れ た 楔 状 部 材 の
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外 形 図
【 図 ５ 】 従 来 の 開 創 器 の 概 略 構 成 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， ４ ０ ａ ， ４ ０ ｂ 　 把 持 部
　 １ １ ａ ， １ １ ｂ ， ４ １ ａ ， ４ １ ｂ 　 ハ ン ド ル 部
２ １ ａ ， ２ １ ａ ， ５ １ ａ ， ５ １ ｂ 　 先 端 部
　 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ ， ５ ２ ａ ， ５ ２ ｂ 　 ア ー ム 部
　 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ ， ５ ３ ａ ， ５ ３ ｂ 　 関 節 部
　 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ， ５ ４ ａ ， ５ ４ ｂ 　 プ レ ー ト 装 着 受 け 穴
　 ３ ０ ， ６ ０ 　 連 結 部 材
　 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ 　 解 除 ピ ン
　 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ 、 ３ ３ ａ 、 ３ ３ ｂ ， ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ ， ３ ５ ａ ， ３ ５ ｂ ， ６ ２ 　 ビ ス
　 ３ ６ 　 連 結 板
　 ３ ７ ， ６ ７ 　 コ イ ル バ ネ
　 ３ ８ 　 ピ ン 柱
　 ３ ９ ， ６ ９ 　 楔 状 部 材
　 ３ ９ ａ ， ６ ９ ａ 　 楔 状 部 材 の 歯 形 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ － １ 】
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【 図 ２ － ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ － １ 】

【 図 ４ － ２ 】
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【 図 ４ － ３ 】

【 図 ５ 】
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